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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年11月2日(2017.11.2)

【公表番号】特表2016-537331(P2016-537331A)
【公表日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-066
【出願番号】特願2016-525874(P2016-525874)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 211/61     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/86     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  211/61     ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６４５　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ  209/86     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月19日(2017.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ、式Ｉ－ａ、式Ｉ－ｂ、式Ｉ－ｃ、式Ｉ－ｄ、式ＩＩ－ａ、式ＩＩ－ｃ、式ＩＩＩ
、式ＩＩＩ－ａ、式ＩＩＩ－ｂ、式ＩＩＩ－ｃ、式ＩＩＩ－ｄまたは式ＩＩＩ－ｅを有す
る化合物。
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【化１】
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【化２】
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【化３】
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【化４】
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【化５】

（式中：
　Ｒ1、Ｒ1a、Ｒ2、Ｒ2aおよびＲ2bはそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｈ
、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重
水素化アルキル、重水素化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロア
リール、重水素化シリル、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサ
ン、シロキシ、重水素化アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコ
キシ、重水素化シロキサンおよび重水素化シロキシからなる群から選択されるが、ただし
、Ｒ1およびＲ1aの少なくとも一方はヘテロアリールまたは重水素化ヘテロアリールであ
り；
　Ｒ3、Ｒ3a、Ｒ4、Ｒ4a、Ｒ5およびＲ6はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に
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、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重
水素化アルキル、重水素化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロア
リール、重水素化シリル、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサ
ン、シロキシ、重水素化アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコ
キシ、重水素化シロキサンおよび重水素化シロキシからなる群から選択され、Ｒ3、Ｒ3a

、Ｒ4およびＲ4aから選択される隣接する基は一緒に結合して縮合環を形成可能であり；
　Ｒ7はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、アルキル、アリールおよびこれ
らの重水素化類似体からなる群から選択され、２個のアルキルＲ7基は一緒に結合してシ
クロアルキルスピロ環を形成可能であり、また、２個のＲ7フェニル基は結合してスピロ
フルオレン基を形成可能であり；
　Ｒ10はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フル
オロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重水素化アルキル、重水素化部分フ
ッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロアリール、重水素化シリル、アルコ
キシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサン、シロキシ、重水素化アルコキ
シ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコキシ、重水素化シロキサンおよび
重水素化シロキシからなる群から選択され、隣接するＲ10基は一緒に結合して縮合環を形
成可能であり；
　ａおよびｂは同一もしくは異なり、０または１であるが、ただし、ａ＋ｂ≧１であり；
　ｗ１は０～３の整数であるが、ただし、ａ＝１である場合、ｗ１は０～２であり；
　ｘは０～３の整数であり；
　ｘ１は０～４の整数であるが、ただし、ａ＝１である場合、ｘ１は０～３であり；
　ｙは０～４の整数であり；
　ｙ１は０～５の整数であるが、ただし、ｂ＝１である場合、ｙ１は０～４であり；
　ｚは０～５の整数であり；ならびに
　ｚ１は０～６の整数であるが、ただし、ｂ＝１である場合、ｚ１は０～５である。）
【請求項２】
　少なくとも１つの光活性層を備える電子素子であって、前記光活性層が、式Ｉ、式Ｉ－
ａ、式Ｉ－ｂ、式Ｉ－ｃ、式Ｉ－ｄ、式ＩＩ－ａ、式ＩＩ－ｃ、式ＩＩＩ、式ＩＩＩ－ａ
、式ＩＩＩ－ｂ、式ＩＩＩ－ｃ、式ＩＩＩ－ｄまたは式ＩＩＩ－ｅを有する化合物
【化６】
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【化７】
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【化８】
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【化９】
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【化１０】

【化１１】
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（式中：
　Ｒ1、Ｒ1a、Ｒ2、Ｒ2aおよびＲ2bはそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｈ
、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重
水素化アルキル、重水素化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロア
リール、重水素化シリル、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサ
ン、シロキシ、重水素化アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコ
キシ、重水素化シロキサンおよび重水素化シロキシからなる群から選択されるが、ただし
、Ｒ1およびＲ1aの少なくとも一方はヘテロアリールまたは重水素化ヘテロアリールであ
り；
　Ｒ3、Ｒ3a、Ｒ4、Ｒ4a、Ｒ5およびＲ6はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に
、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重
水素化アルキル、重水素化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロア
リール、重水素化シリル、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサ
ン、シロキシ、重水素化アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコ
キシ、重水素化シロキサンおよび重水素化シロキシからなる群から選択され、Ｒ3、Ｒ3a

、Ｒ4およびＲ4aから選択される隣接する基は一緒に結合して縮合環を形成可能であり；
　Ｒ7はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、アルキル、アリールおよびこれ
らの重水素化類似体からなる群から選択され、２個のアルキルＲ7基は一緒に結合してシ
クロアルキルスピロ環を形成可能であり、また、２個のＲ7フェニル基は結合してスピロ
フルオレン基を形成可能であり；
　Ｒ10はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フル
オロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重水素化アルキル、重水素化部分フ
ッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロアリール、重水素化シリル、アルコ
キシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサン、シロキシ、重水素化アルコキ
シ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコキシ、重水素化シロキサンおよび
重水素化シロキシからなる群から選択され、隣接するＲ10基は一緒に結合して縮合環を形
成可能であり；
　ａおよびｂは同一もしくは異なり、０または１であるが、ただし、ａ＋ｂ≧１であり；
　ｗ１は０～３の整数であるが、ただし、ａ＝１である場合、ｗ１は０～２であり；
　ｘは０～３の整数であり；
　ｘ１は０～４の整数であるが、ただし、ａ＝１である場合、ｘ１は０～３であり；
　ｙは０～４の整数であり；
　ｙ１は０～５の整数であるが、ただし、ｂ＝１である場合、ｙ１は０～４であり；
　ｚは０～５の整数であり；ならびに
　ｚ１は０～６の整数であるが、ただし、ｂ＝１である場合、ｚ１は０～５である）
を含む電子素子。
【請求項３】
　式ＩＩまたは式ＩＩ－ｂを有する化合物。
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【化１２】

【化１３】

（式中：
　Ｒ5およびＲ6はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキ
ル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重水素化アルキル、重水素
化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロアリール、重水素化シリル
、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサン、シロキシ、重水素化
アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコキシ、重水素化シロキサ
ンおよび重水素化シロキシからなる群から選択され、；
　Ｒ7はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、アルキル、アリールおよびこれ
らの重水素化類似体からなる群から選択され、２個のアルキルＲ7基は一緒に結合してシ
クロアルキルスピロ環を形成可能であり、また、２個のＲ7フェニル基は結合してスピロ
フルオレン基を形成可能であり；
　Ｒ10はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フル
オロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重水素化アルキル、重水素化部分フ
ッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロアリール、重水素化シリル、アルコ
キシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサン、シロキシ、重水素化アルコキ
シ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコキシ、重水素化シロキサンおよび
重水素化シロキシからなる群から選択され、；
　ａおよびｂは同一もしくは異なり、０または１であるが、ただし、ａ＋ｂ≧１であり；
　ｘは０～３の整数であり；
　ｘ１は０～４の整数であり；
　ｚは０～５の整数であり；ならびに
　ｚ１は０～６の整数である。）
【請求項４】
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　少なくとも１つの光活性層を備える電子素子であって、前記光活性層が、式ＩＩまたは
式ＩＩ－ｂを有する化合物
【化１４】

【化１５】

（式中：
　Ｒ5およびＲ6はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキ
ル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重水素化アルキル、重水素
化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロアリール、重水素化シリル
、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサン、シロキシ、重水素化
アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコキシ、重水素化シロキサ
ンおよび重水素化シロキシからなる群から選択され；
　Ｒ7はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、アルキル、アリールおよびこれ
らの重水素化類似体からなる群から選択され、２個のアルキルＲ7基は一緒に結合してシ
クロアルキルスピロ環を形成可能であり、また、２個のＲ7フェニル基は結合してスピロ
フルオレン基を形成可能であり；
　Ｒ10はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フル
オロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重水素化アルキル、重水素化部分フ
ッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロアリール、重水素化シリル、アルコ
キシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサン、シロキシ、重水素化アルコキ
シ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコキシ、重水素化シロキサンおよび
重水素化シロキシからなる群から選択され；
　ａおよびｂは同一もしくは異なり、０または１であるが、ただし、ａ＋ｂ≧１であり；
　ｘは０～３の整数であり；
　ｘ１は０～４の整数であり；
　ｚは０～５の整数であり；ならびに
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　ｚ１は０～６の整数である）
を含む電子素子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８３１】
　明確性のために、本明細書において個別の実施形態の文脈に記載の一定の特性はまた、
単一の実施形態において組み合わせで提供されてもよいことが理解されるべきである。反
対に、簡潔さのために、単一の実施形態の文脈で記載された種々の特性はまた、個別に、
または、いずれかのサブコンビネーションで提供されてもよい。さらに、範囲で規定され
た値への参照は、その範囲内における各々、および、すべての値を含む。
本発明は以下の実施の態様を含む。
１．式Ｉ、式Ｉ－ａ、式Ｉ－ｂ、式Ｉ－ｃ、式Ｉ－ｄ、式ＩＩ、式ＩＩ－ａ、式ＩＩ－ｂ
、式ＩＩ－ｃ、式ＩＩＩ、式ＩＩＩ－ａ、式ＩＩＩ－ｂ、式ＩＩＩ－ｃ、式ＩＩＩ－ｄま
たは式ＩＩＩ－ｅを有する化合物。
【化１】
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【化２】



(17) JP 2016-537331 A5 2017.11.2

【化３】
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【化４】
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【化５】

（式中：
　Ｒ1、Ｒ1a、Ｒ2、Ｒ2aおよびＲ2bはそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｈ
、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重
水素化アルキル、重水素化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロア
リール、重水素化シリル、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサ
ン、シロキシ、重水素化アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコ
キシ、重水素化シロキサンおよび重水素化シロキシからなる群から選択されるが、ただし
、Ｒ1およびＲ1aの少なくとも一方はヘテロアリールまたは重水素化ヘテロアリールであ
り；
　Ｒ3、Ｒ3a、Ｒ4、Ｒ4a、Ｒ5およびＲ6はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に
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、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重
水素化アルキル、重水素化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロア
リール、重水素化シリル、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサ
ン、シロキシ、重水素化アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコ
キシ、重水素化シロキサンおよび重水素化シロキシからなる群から選択され、Ｒ3、Ｒ3a

、Ｒ4およびＲ4aから選択される隣接する基は一緒に結合して縮合環を形成可能であり；
　Ｒ7はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、アルキル、アリールおよびこれ
らの重水素化類似体からなる群から選択され、２個のアルキルＲ7基は一緒に結合してシ
クロアルキルスピロ環を形成可能であり、また、２個のＲ7フェニル基は結合してスピロ
フルオレン基を形成可能であり；
　Ｒ10はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フル
オロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重水素化アルキル、重水素化部分フ
ッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロアリール、重水素化シリル、アルコ
キシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサン、シロキシ、重水素化アルコキ
シ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコキシ、重水素化シロキサンおよび
重水素化シロキシからなる群から選択され、隣接するＲ10基は一緒に結合して縮合環を形
成可能であり；
　ａおよびｂは同一もしくは異なり、０または１であるが、ただし、ａ＋ｂ≧１であり；
　ｗ１は０～３の整数であるが、ただし、ａ＝１である場合、ｗ１は０～２であり；
　ｘは０～３の整数であり；
　ｘ１は０～４の整数であるが、ただし、ａ＝１である場合、ｘ１は０～３であり；
　ｙは０～４の整数であり；
　ｙ１は０～５の整数であるが、ただし、ｂ＝１である場合、ｙ１は０～４であり；
　ｚは０～５の整数であり；ならびに
　ｚ１は０～６の整数であるが、ただし、ｂ＝１である場合、ｚ１は０～５である。）
２．式Ｉを有する、前記１に記載の化合物。
３．式Ｉ－ａを有する、前記１に記載の化合物。
４．式Ｉ－ｂを有する、前記１に記載の化合物。
５．式Ｉ－ｃを有する、前記１に記載の化合物。
６．式Ｉ－ｄを有する、前記１に記載の化合物。
７．式ＩＩを有する、前記１に記載の化合物。
８．式ＩＩ－ａを有する、前記１に記載の化合物。
９．式ＩＩ－ｂを有する、前記１に記載の化合物。
１０．式ＩＩ－ｃを有する、前記１に記載の化合物。
１１．式ＩＩＩを有する、前記１に記載の化合物。
１２．式ＩＩＩ－ａを有する、前記１に記載の化合物。
１３．式ＩＩＩ－ｂを有する、前記１に記載の化合物。
１４．式ＩＩＩ－ｃを有する、前記１に記載の化合物。
１５．式ＩＩＩ－ｄを有する、前記１に記載の化合物。
１６．式ＩＩＩ－ｅを有する、前記１に記載の化合物。
１７．Ｒ1およびＲ1aの少なくとも一方が、ピロール、ピリジン、ピリミジン、カルバゾ
ール、イミダゾール、ベンズイミダゾール、イミダゾロベンズイミダゾール、トリアゾー
ル、ベンゾトリアゾール、トリアゾロピリジン、チオフェン、ベンゾチオフェン、ジベン
ゾチオフェン、フラン、ベンゾフラン、ジベンゾフラン、オキサゾール、ベンゾキサゾー
ル、チアゾール、ベンゾチアゾール、これらの置換誘導体およびこれらの重水素化類似体
からなる群から選択される、前記１に記載の化合物。
１８．前記カルバゾールが、Ｃｚ－１、Ｃｚ－２、Ｃｚ－３およびこれらの重水素化類似
体
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【化６】

　（式中：
　Ｒ8はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、アルキル、シリル、アリールお
よびこれらの重水素化類似体からなる群から選択され；
　Ｒ9は、アリールおよび重水素化アリールからなる群から選択され；ならびに
　＊は結合点を表す）
からなる群から選択される、前記１７に記載の化合物。
１９．前記ジベンゾチオフェンが、ＤＢＴ－１、ＤＢＴ－２およびこれらの重水素化類似
体

【化７】

　（式中：
　＊は結合点を表す）
からなる群から選択される、前記１７に記載の化合物。
２０．前記ジベンゾフランが、ＤＢＦ－１、ＤＢＦ－２およびこれらの重水素化類似体

【化８】

　（式中：
　＊は結合点を表す）
からなる群から選択される、前記１７に記載の化合物。
２１．少なくとも１つの光活性層を備える電子素子であって、前記光活性層が、式Ｉ、式
Ｉ－ａ、式Ｉ－ｂ、式Ｉ－ｃ、式Ｉ－ｄ、式ＩＩ、式ＩＩ－ａ、式ＩＩ－ｂ、式ＩＩ－ｃ
、式ＩＩＩ、式ＩＩＩ－ａ、式ＩＩＩ－ｂ、式ＩＩＩ－ｃ、式ＩＩＩ－ｄまたは式ＩＩＩ
－ｅを有する化合物
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【化９】
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【化１０】
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【化１１】
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【化１２】



(26) JP 2016-537331 A5 2017.11.2

【化１３】

【化１４】



(27) JP 2016-537331 A5 2017.11.2

（式中：
　Ｒ1、Ｒ1a、Ｒ2、Ｒ2aおよびＲ2bはそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｈ
、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重
水素化アルキル、重水素化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロア
リール、重水素化シリル、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサ
ン、シロキシ、重水素化アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコ
キシ、重水素化シロキサンおよび重水素化シロキシからなる群から選択されるが、ただし
、Ｒ1およびＲ1aの少なくとも一方はヘテロアリールまたは重水素化ヘテロアリールであ
り；
　Ｒ3、Ｒ3a、Ｒ4、Ｒ4a、Ｒ5およびＲ6はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に
、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フルオロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重
水素化アルキル、重水素化部分フッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロア
リール、重水素化シリル、アルコキシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサ
ン、シロキシ、重水素化アルコキシ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコ
キシ、重水素化シロキサンおよび重水素化シロキシからなる群から選択され、Ｒ3、Ｒ3a

、Ｒ4およびＲ4aから選択される隣接する基は一緒に結合して縮合環を形成可能であり；
　Ｒ7はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、アルキル、アリールおよびこれ
らの重水素化類似体からなる群から選択され、２個のアルキルＲ7基は一緒に結合してシ
クロアルキルスピロ環を形成可能であり、また、２個のＲ7フェニル基は結合してスピロ
フルオレン基を形成可能であり；
　Ｒ10はそれぞれの場合に、同一もしくは異なると共に、Ｄ、Ｆ、ＣＮ、アルキル、フル
オロアルキル、アリール、ヘテロアリール、シリル、重水素化アルキル、重水素化部分フ
ッ素化アルキル、重水素化アリール、重水素化ヘテロアリール、重水素化シリル、アルコ
キシ、アリールオキシ、フルオロアルコキシ、シロキサン、シロキシ、重水素化アルコキ
シ、重水素化アリールオキシ、重水素化フルオロアルコキシ、重水素化シロキサンおよび
重水素化シロキシからなる群から選択され、隣接するＲ10基は一緒に結合して縮合環を形
成可能であり；
　ａおよびｂは同一もしくは異なり、０または１であるが、ただし、ａ＋ｂ≧１であり；
　ｗ１は０～３の整数であるが、ただし、ａ＝１である場合、ｗ１は０～２であり；
　ｘは０～３の整数であり；
　ｘ１は０～４の整数であるが、ただし、ａ＝１である場合、ｘ１は０～３であり；
　ｙは０～４の整数であり；
　ｙ１は０～５の整数であるが、ただし、ｂ＝１である場合、ｙ１は０～４であり；
　ｚは０～５の整数であり；ならびに
　ｚ１は０～６の整数であるが、ただし、ｂ＝１である場合、ｚ１は０～５である）
を含む電子素子。
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